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支援計画を立てる手順

① 障がい児支援利用計画を参照する

・ 相談支援専門員が作成したプランに沿った作成が必要

② 初回面接する

・ インテークシートによる利用の背景、利用の必要性等の聞き取り

③ 支援計画原案検討会議で協議する（モニタリング時、もしくは更新時）

・ 課題の分析

・ 支援の具体的内容と支援の方法の吟味

④ 文章化する

・ 読む人に伝わる文章記述

⑤ 支援の記録

・ 全体的な行動等の記録 ＋ 子ども別・課題別の記録 の組み合わせ

⑥ アセスメントによるモニタリングと支援計画の改善



支援計画をみる

『まずは、ガイドライン』



放課後等デイサービスガイドライン

よりどころは？



よりどころは？ 放課後等デイサービスガイドライン



支援計画を立てる手順 ①

【障害児支援利用計画を参照する】

「相談員さん、障害児支援利用計画いただけますか？」



手順①：利用計画の参照



① 現在の状況の把握

（アセスメント）

② 真のニーズの把握

③ ズレを埋める目標

設定の適切性

④ 支援方法の実効性

⑤ ストレングスの活用

【みるポイント】

【相談支援のニーズ整理法】手順①：利用計画の参照



利用計画１

利用計画２

利用計画３

利用計画４

【通所支援計画の見方】手順①：利用計画の参照



【相談支援のニーズ整理法】手順①：利用計画の参照



支援計画を立てる手順 ②

【インテークによる基本情報の収集】

『何に困っているのでしょう？』⇒困り感の明確化



インテークにおけるポイント

１ なぜ、放課後等デイサービスを利用しようと思ったのか？（保護者・本人）

２ 何が本人、もしくは家族の問題・課題なのか？（表のニーズから真のニーズを導き出す）

３ 問題・課題の具体的な経過説明（いつから？ どこで？ どんな状況？ 期間？ 程度は？など）

４ 問題・課題理解に必要な関係機関（学校・医療・併用事業所・地域資源など）の情報

５ 本人・家族は、その問題・課題をどのように感じ、考えているのか？

６ 問題・課題は、本人や家族が日常生活を営むのにどれほどの支障を生んでいるのか？

７ 問題・課題は、どのような発達段階で起きていることなのか？（課題の要因分析・ストーリー化）

８ 本人の成育歴（成長過程で起こったできごとやエピソード、家族や身近な人との関係性）

９ 本人のもつ特技、よさ、長所、強みはなにか？

10 本人の性格傾向、価値観は何か？など

11 その問題の解決に際し、どのような働きかけがなされてきたか？または、その予定は？

12 問題・課題に影響を及ぼしているキーパーソンはだれか？（よくも悪くも）

13 この問題・課題について、影響を及ぼしている人以外の環境や仕組み、決まりなどがあるか？

14 この問題・課題を解決するにあたって、利用・活用できる人的・物的・社会資源は何か？

15 本人のどのようなニーズが満たされれば、問題が解決に向かうのか？

【チャレンジ】 社会資源マップ（エコマップ）の作成

※ 目の付け所は、ものやひと、環境そのものに加えて、それらの関係性がどうであるか？

手順②：インテーク面談



・基本情報（氏名 所属 生年月日など）

・家族構成（家族の仕事や生活状況 経済状況など）

・ニーズ（本人 家族）

・関係機関（学校 病院 他の利用事業所 地域の社会資源など）

・生活歴・障がい歴（障がいの認定 療育相談の経緯など）

・現在の状況（日常生活 行動の特性や問題 コミュニケーション

健康面 社会生活能力 興味関心・強み 医療情報

他の関係機関の情報など）

【インテークによる情報収集】手順②：インテーク面談



【重要な１ページ】

生活歴をしっかりインテーク

することにより、なぜ、放課

後等デイサービスを利用する

必要があるのかを明確に分析

する。

【アセスメント書式例】手順②：インテーク面談



支援計画を立てる手順 ③

【原案検討会議による課題分析】

『支援計画は、共通理解されていますか？』



手順③：課題分析 【原案検討会議：KJ法による課題分析】

なぜ、ずれが生ま
れているのか？



【前半】 KJ法による課題整理
①付箋の内容をカテゴリ分類する
②カテゴリのストーリー化
（階層を掘り下げて要因分析）

【後半】 KJ法による支援内容整理
支援内容カテゴリの重点化

【原案検討会議：KJ法による課題分析】手順③：課題分析



KJ法による個別支援計画立案の手順

１ 付箋に課題を書き出す

２ カテゴリ分類する

３ 階層を掘り下げ根本要因分析

４ 課題解決の柱をしぼる

（発達課題からストーリー化）

※必要に応じて再アセスメント

４ 付箋に支援内容を書き出す

５ カテゴリ分類する

６ 文章化する

【原案検討会議：KJ法による課題分析】手順③：課題分析



発達の特長（厚生労働省）

１ 乳幼児期

２ 学童期

小学校低学年・中学年・高学年

３ 青年前期

中学校

４ 青年中期

高等学校

手順③：課題分析 【カテゴリ分類を考える視点】

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/053/gaiyou/attach/1286156.htm


① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・視覚障害

・聴覚障害

・音声機能、

言語機能又は

そしゃく機能

の障害

・肢体不自由

・心臓、じん臓又は呼吸器の機能の障害

【身体障害の種別】

手順③：課題分析 【カテゴリ分類を考える視点】



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・言語理解

・知覚推理

・ワーキングメモリ

・処理速度

・結晶性領域

・流動性領域

・記憶領域

・論理推理

WISC-Ⅳ

田中ビネーⅤ

手順③：課題分析 【カテゴリ分類を考える視点】



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

・コミュニケーション
・日常生活スキル
・社会性
・運動スキル
・不適応行動
・身辺自立
・移動
・作業
・コミュニケーション
・集団参加
・自己統制

Vineland-II

S-M社会生活

手順③：課題分析 【カテゴリ分類を考える視点】



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

エリクソンの発達段階

手順③：課題分析 【カテゴリ分類を考える視点】



① 発達的特質の理解

・身体的発達

・知的発達

・社会性の発達

・自我の発達

・基本的欲求の発達

マズローの欲求５段階説

手順③：課題分析 【カテゴリ分類を考える視点】



健康・
生活

健康状態の把握 健康の増進 リハビリテーションの実施 基本的生活ス
キルの獲得 構造化等により生活環境を整える

運動・
感覚

姿勢と運動・動作の基本的技能の向上 姿勢保持と運動・動作の補助的手
段の活用 身体の移動能力の向上 保有する感覚の活用 感覚の補助及び
代行手段の活用 感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）への対応

認知・
行動

感覚や認知の活用 知覚から行動寝の認知過程の発達 認知や行動の手掛
かりとなる概念の形成 数量、大小、色等の習得 認知の偏りへの対応
行動障害への予防及び対応

言語・
コミュ
ニケー
ション

言語の形成と活用 受容言語と表出言語の支援 人との相互作用によるコ
ミュニケーション能力の獲得 指さし、身振り、サイン等の活用 読み書
き能力の向上のための支援 コミュニケーション機器の活用 手話、点字、
音声、文字等のコミュニケーション手段の活用

人間関
係・社
会性

アタッチメント（愛着行動）の形成 模倣行動の支援 感覚運動遊びから
象徴遊びへの支援 一人遊びから共同遊びへの支援 自己の理解とコント
ロールのための支援 集団への参加への支援

児童発達支援ガイドライン（厚生労働省）
手順③：課題分析



支援計画を立てる手順 ④

【支援計画の文章化】

『最も重要なポイントは、アセスメント（=評価）』



① 目的：本人の望ましい成長を意図的・計画的に支援するため

② 内容

・本人や家族のニーズを踏まえているか？

・実現可能な目標か？

・本人が達成すべき発達課題を正しくとらえているか？

③ 方法

・事業所で支援可能な方法か？

（適切な次元・範囲か？ 具体性があるか？）

・本人が達成すべき発達課題への取り組みの時期が適切か？

④ 評価

・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行動目標としての記述が必要）

① 目的：本人の望ましい成長を意図的・計画的に支援するため

② 内容

・本人や家族のニーズを踏まえているか？

・実現可能な目標か？

・本人が達成すべき発達課題を正しくとらえているか？

③ 方法

・事業所で支援可能な方法か？

（適切な次元・範囲か？ 具体性があるか？）

・本人が達成すべき発達課題への取り組みの時期が適切か？

④ 評価

・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行動目標としての記述が必要）

手順④：文章化



手順④：文章化 【文章化の視点】



① 目的：本人の望ましい成長を意図的・計画的に支援するため

② 内容

・本人や家族のニーズを踏まえているか？

・実現可能な目標か？

・本人が達成すべき発達課題を正しくとらえているか？

③ 方法

・事業所で支援可能な方法か？

（適切な次元・範囲か？ 具体性があるか？）

・本人が達成すべき発達課題への取り組みの時期が適切か？

④ 評価

・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行動目標としての記述が必要）

① 目的：本人の望ましい成長を意図的・計画的に支援するため

② 内容

・本人や家族のニーズを踏まえているか？

・実現可能な目標か？

・本人が達成すべき発達課題を正しくとらえているか？

③ 方法

・事業所で支援可能な方法か？

（適切な次元・範囲か？ 具体性があるか？）

・本人が達成すべき発達課題への取り組みの時期が適切か？

④ 評価

・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行動目標としての記述が必要）

手順④：文章化



<目標設定におけるポイント>
• 「SMARTの原則」があります。

S(specific)         具体的であること

M(measurable)  計測可能であること

A(achievable)   十分にチャレンジング（挑戦的）であると同時に、

達成が不可能でない水準であること

R(relevant)       当該部門・組織の責任権限の範囲内で管理可能、かつ

実現する上で関係のあること

T(time-based) 達成の期限が明確になっていること



【文章化する際の留意点】手順④：文章化



○ 短期目標の目標を具体的にする

・ この目標が達成できたかどうかが客観的にわかるような動詞を使う

→ 具体的にチェックできる本人の行動レベルを明確にする

○ 短期目標で取り組む場面を限定する

・ あらゆる場面で評価が必要な目標は、全てのチェックができない

○ 短期目標の目標達成者は子ども

・ 子どもができるようになることを記述

・ ひとりで？ 具体的な支援を受けながら？ 手助けを明確に記述

○ 指導方法は具体的に書く

・ 文章を読めば、別のスタッフが再現できるレベルで記述

手順④：文章化



支援計画を立てる手順 ⑤

【アセスメント（評価）のポイント】



・観察（自然観察・仮説検証観察）

・面接（本人や保護者、関係者からの聞き取り・情報収集）

・質問紙法（アンケート）

・検査法（学力検査 知能検査 性格検査 投影法

人間関係検査 作業検査法 各種心理検査）

・ポートフォリオ（連絡帳 写真 創作作品 絵画 感想文など）

【情報源：アセスメントの方法】手順⑤：評価および記録



【ポートフォリオ：子どもの作品集】手順⑤：評価および記録



支援計画を立てる手順 ⑥

【アセスメントによるモニタリングと支援計画の改善】



① 情報収集

・対象についての情報を集めること

② 分析

・得られた情報を基に、対象に起きていること、原因を考えること

③ 推測

・今ある情報から、対象に今起こりえることを予測すること

④ 解釈

・情報の意味を受けての側から理解すること、意味を解き明かすこと

⑤ 判断

・収集した情報を、分析、推測、解釈することで、自身の考えを定めること

⑥ 選択

 ・判断によって定められた考えを基に、複数のかかわりの選択肢の中から

 対象に合った方法を選ぶこと

手順⑥：モニタリングと計画改善 【アセスメントの観点】



手順⑥：モニタリングと計画改善



① 目的：本人の望ましい成長を意図的・計画的に支援するため

② 内容

・本人や家族のニーズを踏まえているか？

・実現可能な目標か？

・本人が達成すべき発達課題を正しくとらえているか？

③ 方法

・事業所で支援可能な方法か？

（適切な次元・範囲か？ 具体性があるか？）

・本人が達成すべき発達課題への取り組みの時期が適切か？

④ 評価

・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行動目標としての記述が必要）

① 目的：本人の望ましい成長を意図的・計画的に支援するため

② 内容

・本人や家族のニーズを踏まえているか？

・実現可能な目標か？

・本人が達成すべき発達課題を正しくとらえているか？

③ 方法

・事業所で支援可能な方法か？

（適切な次元・範囲か？ 具体性があるか？）

・本人が達成すべき発達課題への取り組みの時期が適切か？

④ 評価

・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行動目標としての記述が必要）

手順⑥：モニタリングと計画改善



支援計画を立てる

『支援計画では何を目標とするか？』

支援のタイミング・優先順位の特定が肝



望ましい行動を身に付ける５段階戦略

① 不適切行動を『軽減』する・なくす 「分化強化」 「消去」
・ 不適切な行動の頻度を下げる（＝強化しない）

② 望ましい行動を新たに『獲得』させる 「シェイピング」「ＳＳＴ」
・ これまで持っていなかった行動を出現させ強化する

③ 獲得した行動を『維持』させる 「強化スケジュール」
・ 一度獲得した行動が弱化・消去されないよう維持する

④ 獲得した行動を『般化』させる 「習慣化」
・ ある限定場面だけで行動が起きるのではなく、
他の別の場面でも行動が起きるようにする

⑤ 獲得した行動の『自立』度を高める 「フェイディング」
・ 他者の依存ではなく自分の力で行動する部分を増やす



【シェイピング】

目標となる行動をスモールステップ
に分けて、簡単なものから教育・学習
していく方法
目標行動により似ている行動だけを

次々と分化強化していく手続き

【目標行動】

レパートリーでない行動の1つで

目標行動と関係の深い次元上で

似ている行動

【行動の細分化】

どの行動を身につけるのか？

できている行動・まだできていな

い行動の見極めが重要

② 行動の獲得 「シェイピング」・「ＳＳＴ」

【連続強化スケジュール】

行動するたびに強化する手続き



【連続強化スケジュール】

行動するたびに

好子が出現したり

嫌子が消失すること

【部分強化スケジュール】

何回かに１回だけ

行動に随伴して

好子が出現したり

嫌子が消失すること

定比率
決められた回数の行動をし
た直後に好子が出現する

変比率
何回か行動すると（回数は一
定ではない）好子が出現する

定時隔
前回の好子の出現から一定
時間経過後の最初の行動の
直後に好子が出現する

変時隔

前回の好子の出現からある
時間（時間は一定ではな
い）経過後の最初の行動の
直後に好子が出現する

③ 行動の維持 「強化スケジュール」

行動の
獲得時



④ 行動の汎化（般化） 「習慣化」

習慣とは

十分に学習した行動や自動化された行動系列のうち、比較的特定の

状況で生じ、時間がたつことで運動性の反射となり、動機付けや認

知の影響を受けなくなり、意識的な意図をほとんど、あるいはまっ

たく伴わずに実行されるもの。

【習慣化の特徴】
・その行動をするのが当たり前に感じる。
その行動をしない方が気持ち悪いと、違和感を覚えることもある。

・意志の力が必要ない。無意識のうちに行っていることもある。
・がんばらずにずっと継続できる。
むしろやめようと思っても、やめられない。



手
助
け
レ
ベ
ル
を
減
ら
す

ことばかけの
フェイディング
・「部屋に入った

らくつをくつばこ

に入れるよ」

☟

・「部屋に入った

ら最初にすること

はなにかな？」

☟

・「約束を思い出

してごらん」

☟

・（声かけせずに

待つ）

⑤ 行動の自立 「フェイディング」



支援 ＝ 補助輪 ➡  補助輪 ➡
 つけ         はずし

支援の量

ひとりでできる

私たちがおこなう支援とは…
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